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研究⽬的と意義︓

研究内容︓ ●対象となる患者さん

●利⽤する情報

●研究⽅法

問 い 合 わ せ 先 ︓ 【研究担当部⾨】
 ⽒名︓中村 光流（医師） ⻑崎県島原病院 脳神経外科
  住所︓島原市下川尻町７８９５
  電話︓0957（63）1145  FAX 0957（63）4864
【ご意⾒や相談に関する窓⼝】(臨床研究・診療内容に関するものは除く)
 相談窓⼝︓医療相談室 0957（63）1145
 受付時間︓⽉〜⾦ 9:00〜17︓00（祝⽇を除く）

両側慢性硬膜下⾎腫患者に対する両側穿頭⾎腫除去術の再発因⼦の検討

両側慢性硬膜下⾎腫に対し両側穿頭⾎腫除去術を施⾏した症例の臨床データを後⽅視的に解析し再
発に関与する因⼦を明らかにすることを⽬的とする。これにより再発予測モデルの構築および最適
な術式選択や周術期管理に質する知⾒を得ることを⽬指す。

2010年1⽉〜2025年12⽉までの間に⻑崎県島原病院にて両側慢性硬膜下⾎腫に対して同時両側
穿頭⾎腫除去術を施⾏した連続症例を対象とする。

① 術前因⼦（⾎腫厚、midline shift、⾎腫性状（CT分類）、症状の重症度）
② 術中因⼦（穿頭側、ドレーン留置の⽅法・期間、再膨張率）
③ 術後因⼦（再発の有無（再増⼤による再⼿術を要した場合と定義）、再発までの期間、予後
統計解析として単変量および多変量解析（ロジスティック回帰分析）により再発関連因⼦を抽出
する。

上記データを⽤いて、両側慢性硬膜下⾎腫患者に対する両側穿頭⾎腫除去術の再発因⼦の検討を
⾏います。


